
和泉元彌　狂言への招待（花咲きホール　3月4日）
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は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
に
、
ま
ず
は
子
育

て
支
援
策
に
力
を
注
い
で
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、教
育
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
将
来
の
世
代

と
本
市
発
展
の
た
め
に
、
必
要

な
基
盤
整
備
に
つ
い
て
も
、滞
る

こ
と
な
く
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

一
方
、
市
民
生
活
に
お
い
て

は
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
確
保
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
然
の
災

害
に
対
す
る
防
災
の
み
な
ら
ず
、

有
事
関
連
法
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
へ

の
対
応
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
文
化
人
と
し
て
教
養

を
高
め
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し

て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
改
革

を
確
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、こ
の
た
め
、昨

年
末
に
は
第
二
次
大
綱（
集
中

労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
の
年

間
推
計
に
お
い
て
、
出
生
数
か

ら
死
亡
数
を
引
い
た「
自
然
増

加
数
」が
、統
計
を
と
り
始
め
た

一
八
九
九
年
以
来
、
初
め
て
減

少
に
転
じ
た
と
発
表
さ
れ
、い

ま
や
少
子
高
齢
化
社
会
の
対
応

今
年
の
冬
は
、
数
十
年
ぶ
り

と
も
い
わ
れ
る
豪
雪
で
、
本
市

内
に
お
い
て
も
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
災
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
末
に
報
道
さ
れ
た
厚
生

265億6,969万円
（1.6％）

134億3,000万円（ △3.0％）

115億8,764万円（ 0.0％）

15億5,205万円（113.8％）
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特別会計

企業会計
（予算規模）

予算総額（予算規模）
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は
、約
二
百
四
兆
円
で
、本
市
の

借
入
金
残
高
は
一
般
会
計
で
約

二
百
十
六
億
円
、
特
別
会
計
を

加
え
る
と
約
三
百
五
十
二
億
円

と
な
る
見
込
み
で
す
。

今
後
こ
れ
ら
債
務
の
返
済
も

考
慮
し
、ご
み
処
理
場
、美
山
中

学
校
改
築
、
下
水
道
整
備
な
ど

主
要
事
業
の
推
進
を
図
る
必
要

が
あ
り
、
各
種
基
金
も
毎
年
大

幅
に
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
財
政
運
営
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

い
う
こ
と
を
自
ら
認
識
し
、こ

の
状
況
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
全
身
全
霊
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

改
革
プ
ラ
ン
）を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
理
念
の
具
現
化
に
ま

い
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

（
地
方
財
政
状
況
）

先
に
内
閣
が
決
定
し
た
平
成

十
八
年
度
の
地
方
財
政
計
画
で

は
、
極
め
て
厳
し
い
地
方
財
政

の
現
状
な
ど
を
踏
ま
え
、
歳
出

全
般
に
わ
た
り
見
直
し
を
行
う

こ
と
で
、
歳
出
総
額
の
計
画
的

な
抑
制
を
図
る
一
方
、
当
面
の

重
要
課
題
で
あ
る
、
公
平
で
安

心
な
高
齢
社
会
・
少
子
化
対
策
、

循
環
型
社
会
の
構
築
・
地
球
環

境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
に
財
源

の
重
点
的
な
配
分
を
図
る
と
し

て
い
ま
す
。

歳
入
面
で
は
、
地
方
税
負
担

の
公
平
適
正
化
の
推
進
と
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方

交
付
税
、
地
方
税
な
ど
の
一
般

財
源
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
基

本
に
、
三
兆
円
規
模
の
所
得
税

か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
税
源
移

譲
、定
率
減
税
の
廃
止
、平
成
十

八
年
度
の
固
定
資
産
税
の
評
価

替
え
に
伴
う
土
地
に
係
る
固
定

資
産
税
の
税
負
担
の
調
整
措
置

の
見
直
し
、
地
方
た
ば
こ
税
の

税
率
の
引
き
上
げ
を
講
じ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
末
で
の
地
方

全
体
の
借
入
金
残
高
見
込
み

平
成
十
八
年
度
当
初
予
算
は
、

一
般
会
計
百
三
十
四
億
三
千
万

円
、特
別
会
計
百
十
五
億
八
千

七
百
六
十
三
万
八
千
円
、企
業

会
計
十
五
億
五
千
二
百
五
万
一

千
円
、予
算
総
額
は
二
百
六
十

五
億
六
千
九
百
六
十
八
万
九
千

円
で
対
前
年
度
比
約
一
・
六
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
つ
き
ま
し
て
は
、前

年
度
に
対
し
て
四
億
一
千
万
円

の
減
額
で
、対
前
年
度
比
約
三
・

〇
％
の
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
緊
縮
型

予
算
と
な
り
ま
し
た
が
、重
要
な

業
務
推
進
を
図
る
た
め
、経
常
経

費
な
ど
の
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

特
別
会
計
で
は
、公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
の
下
水
処
理
施

設
建
設
が
本
格
化
す
る
た
め
約

十
六
億
円
増
額
で
、対
前
年
度

比
百
十
八
・
二
％
増
の
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
で
は
、約
二
億
六

千
万
円
の
減
額
で
、対
前
年
度
比

六
十
七
・
七
％
の
減
少
、地
域
情

報
化
事
業
特
別
会
計
で
も
、約

十
五
億
六
千
万
円
の
減
額
で
、対

前
年
度
比
八
十
七
・
六
％
の
減

少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
完
了
に
伴
う
も
の

で
す
。

そ
の
他
、
予
算
に
関
し
て
具
体

的
な
詳
細
を
知
り
た
い
人
は
、
総

務
部
財
政
課
へ
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
な
お
、
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
予
算
書
の
閲
覧
を
希
望

さ
れ
る
人
は
財
政
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
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年
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計 265億6,969万円 261億5,201万円 4億1,768万円 1.60％

会計別予算額内訳表

会　計　名 平成18年度 平成17年度 比　　較 増 減 率

一 般 会 計 134億3,000万円 138億4,000万円 △4億1,000万円 △2.96％

国 民 健 康 保 険 30億6,190万円 30億　487万円 5,703万円 1.90％

老 人 保 健 30億7,651万円 29億1,268万円 1億6,383万円 △1.74％

介 護 保 険 16億8,530万円 17億1,517万円 △2,987万円 1.90％

簡 易 水 道 事 業 1億2,556万円 3億8,818万円 △2億6,262万円 △67.65％

農業集落排水事業 4億6,902万円 4億3,528万円 3,374万円 7.75％

公共下水道事業 29億4,715万円 13億5,098万円 15億9,617万円 118.15％

高 富 財 産 区 220万円 230万円 △10万円 △4.35％

地域情報化事業 2億2,000万円 17億7,655万円 △15億5,655万円 △87.62％

企 業 会 計 （ 水 道 ） 15億5,205万円 7億2,600万円 8億2,605万円 113.78％

特
　
別
　
会
　
計

FAX
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歳
入
で
は
国
の
三
位
一
体

改
革
に
よ
る
税
源
移
譲
額
は

約
二
億
二
千
九
百
万
円
を
見

込
め
る
も
の
の
、
補
助
金
お

よ
び
交
付
税
削
減
は
大
き

く
、
前
年
よ
り
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
税
は
定
率
減
税
廃
止
な

ど
に
よ
り
市
民
税
の
増
収
は

見
込
め
る
も
の
の
、
固
定
資

産
税
の
評
価
替
え
な
ら
び
に

市
全
域
を
対
象
と
し
た
家
屋

評
価
額
の
積
雪
補
正
の
適
用

に
よ
り
、
全
体
で
は
減
収
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
主
要
事
業
の

推
進
に
当
た
っ
て
は
有
利
な

地
方
債
の
活
用
を
積
極
的
に

行
い
、
な
お
不
足
す
る
財
源

に
つ
い
て
は
基
金
の
繰
り
入

れ
な
ど
で
対
処
し
て
い
ま
す
。

歳入編
歳
入
の
特
徴

■
市
税市

民
税
や
固
定
資
産

税
、軽
自
動
車
税
な
ど
市
民

の
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税

金
で
す
。

■
繰
入
金

繰
入
金
の
う
ち
基
金
繰

入
金
は
、
家
庭
で
の
預
金

の
取
崩
し
に
あ
た
る
も
の

で
、
行
政
全
般
に
わ
た
る

サ
ー
ビ
ス
の
財
源
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。

■
地
方
交
付
税

地
方
公
共
団
体
間
の
財

源
の
不
均
衡
を
是
正
し
、

す
べ
て
の
地
方
自
治
体
が

妥
当
な
一
定
水
準
の
行
政

が
行
え
る
よ
う
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

■
地
方
譲
与
税

元
来
、
地
方
税
を
課
す

べ
き
税
源
に
、
い
っ
た
ん

国
税
と
し
て
課
税
し
、
国

が
市
町
村
等
へ
譲
与
す
る

も
の
。
税
源
委
譲
と
な
っ

て
い
る
「
所
得
譲
与
税
」

も
こ
こ
に
含
ま
れ
ま
す
。

■
国
庫
・
県
支
出
金

特
定
の
仕
事
を
す
る
場

合
の
財
源
と
し
て
、
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

■
市
債道

路
建
設
や
公
共
施
設

の
建
設
な
ど
大
型
事
業
に

必
要
な
資
金
を
国
や
金
融

機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
お

金
で
す
。

★その他「5億5,945万円」の内訳

諸　収　入 1億7,772万円

使用料及び手数料 1億5,890万円

繰　越　金 1億円

分担金及び負担金 1億1,649万円

財産収入など 634万円

用
語
説
明

※（ ）内の数値は構成比一般会計歳入予算の内訳

市　税�
27億3,015万円�
　　（20.3％）�

自主財源�

繰入金�
19億2,757万円�
　（14.4％）�

◎地方交付税�
　38億円�
　（28.3％）�

国・県支出金�
10億7,973万円�
　（8.0％）�

予算総額�
134億3,000万円�

　市　債�
　23億�
7,340万円�
（17.7％）�

◎地方譲与税�
　各種交付金�
　9億5,970万円�
　　（7.1％）�

★その他�
5億5,945万円�
（4.2％）�

 52億�
　1,717�
　　万円�
（38.9％）�

依存�
　財源�

82億1,283万円�
（61.1％）�

市　税�
27億3,015万円�
　　（20.3％）�

自主財源�

繰入金�
19億2,757万円�
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◎地方交付税�
　38億円�
　（28.3％）�

国・県支出金�
10億7,973万円�
　（8.0％）�

　市　債�
　23億�
7,340万円�
（17.7％）�

 52億�
　1,717�
　　万円�
（38.9％）�

依存�
　財源�

82億1,283万円�
（61.1％）�

市民個人税�
35.4％�

土地�
16.4％�

建物�
21.6％�

償却資産�
12.9％�

市民税�
40.4％�固定�

資産税�
　51.9％�

市民個人税�
35.4％�

市民法人税�
5.0％�

土地�
16.4％�

建物�
21.6％�

償却資産�
12.9％�

交付金、�
滞納繰越�
1.0％�

市民税�
40.4％�固定�

資産税�
　51.9％�

たばこ税、�
軽自動車税他�
　　　7.7％�
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資産税�
　51.9％�

市税の内訳



人件費�
31億1,807万円�
（23.2％）�

義務的経費�
　 58億�
　　 4,108万円�
　　 （43.5％）�

　投資的経費�
　 26億�
　2,116万円�
（19.5％）�

★その他�
　7億5,585万円�
　（5.6％）�

扶助費�
10億1,609万円�
（7.6％）�

公債費�
17億  692万円�
（12.7％）�

物件費�
20億  879万円（14.9％）�

補助費等�
7億9,940万円�
　（6.0％）�

普通建設事業費�
26億2,116万円�
（19.5％）�

その他�
　 経費�
　　49億�
　　  6,776万円�
　　　 （37.0％）�
�

※道路、学校、庁舎など公用�
　又は公共用施設の整備費�
�

※維持補修費、積立金�
　貸付金など�

繰出金�
14億  372万円�
（10.5％）�
※市の他会計へ�
　支出する会計�
　　間の経費�

※市の事務処理・委託料など�
　の経費�

※市債償還金など�民生費�
29億6,947万円�
　（22.1％）�

衛生費�
 9億3,396万円�
　（7.0％）�

農林水産業費、商工費�
11億7,391万円�
（8.7％）�

土木費�
14億�
9,543万円�
（11.1％）�

消防費�
8億9,954万円�
（6.7％）�

教育費�
23億1,606万円�
（17.2％）�

公債費�
17億  692万円�
（12.7％）�

予備費、労働費�
3,838万円�
（0.3％）�

議会費�
1億8,251万円�
（1.4％）�

総務費�
17億1,382万円�
（12.8％）�

民生費�
29億6,947万円�
　（22.1％）�

衛生費�
 9億3,396万円�
　（7.0％）�

土木費�
14億�
9,543万円�
（11.1％）�

消防費�
8億9,954万円�
（6.7％）�

教育費�
23億1,606万円�
（17.2％）�

公債費�
17億  692万円�
（12.7％）�

総務費�
17億1,382万円�
（12.8％）�

予算総額�
134億�
3,000万円�

�

予算総額�
134億�
3,000万円�

義務的経費�
　 58億�
　　 4,108万円�
　　 （43.5％）�

　投資的経費�
　 26億�
　2,116万円�
（19.5％）�

その他�
　 経費�
　　49億�
　　  6,776万円�
　　　 （37.0％）�
�
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歳出編

歳
出
面
で
は
健
全
財
政
運

営
を
維
持
す
る
と
と
も
に
主

要
事
業
の
推
進
、
重
要
課
題

の
対
策
経
費
等
増
嵩
す
る
財

政
需
要
に
対
処
す
る
た
め
、

議
員
お
よ
び
特
別
職
報
酬
な

ど
人
件
費
の
削
減
、
旅
費
日

当
見
直
し
、
各
種
団
体
へ
の

補
助
金
見
直
し
な
ど
経
常
的

経
費
の
削
減
に
努
め
ま
し

た
。主

な
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
の
ペ
ー
ジ
『
安
ら
か

で
快
適
な
21
世
紀
の
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
』
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●合併特例債
市町村建設計画（本市の場合の「新市まちづくり

計画」）に基づき発行することができる地方債です。
事業費のおおむね95％分を起債でき、将来の償還
金に対して、当該償還金の70％が地方交付税へ算入
される大変有利な地方債です。
なお、本市の場合は最高約143.7億の事業費を対

象として、約136.5億円まで発行することができま
す。

●県合併支援交付金（限度6億円）
市町村建設計画（本市の場合の「新市まちづくり

計画」）に基づいて行う自主・自立の新しいまちづく
りに対して支援されます。
広域的・効率的行政サービスを行うための事業、

行政格差是正のための事業などに必要な経費の全額
が交付されるもので、本市の場合は6億円までの交
付を受けることができます。

県からの支援

歳
出
の
特
徴

平成18年度県合併支援交付金
3,530万円

合併支援交付金実績
平成15年度　　1億5,570万円
平成16年度　　1億5,800万円
平成17年度　　2億5,100万円

地域情報化事業
道路台帳デジタル化事業

合　併　特　例　債

合併振興基金積立事業 1億6,760万円
消防指令センター施設改修事業 2億1,230万円
高富中学校整備事業 3億4,710万円
総合運動場整備事業 1億9,220万円
農産物直売所建設事業 6,720万円
文化ゾーン連絡歩道橋整備事業 7,950万円
特定交通安全施設等整備事業 2,180万円
クリーンセンター整備計画仕様書作
成委託事業

1,420万円

鳥羽川サイクリングロード整備事業 1億1,020万円
道路改良整備事業 1億2,660万円

計 13億3,870万円 ※�国の合併市町村補助金�3億円は�、�平成�15年、�16年の�2か年で完了�。�

※（ ）内の数値は構成比

一般会計歳出予算の内訳

▼



便利で快適なまちづくり�

・特定交通安全施設等整備 　51,050�
（高富小学校区内の道路改良）�
・自主運行バス補助 110,836�
・市道等整備 594,304

公共交通の充実�

・道路台帳デジタル化 45,373

情報化の推進�

・美山統合水道整備 955,815�
・高富水源地整備 162,225�
・◎高富地域配水管布設替工事�
 103,740

水道水の安定確保�
・鳥羽川サイクリングロード整備　  
 180,200

公園・緑地の整備�

�

◎は新規事業。金額の単位はすべて千円。太字は重点事業。�

健やかで安らかなまちづくり�

・健康づくり推進事業 1,048�
（健康フェアの事業など）�
・食育推進事業 271�
・歯科保健事業 2,975

保健事業の充実�
・◎子育て短期支援事業 449�
・児童みちくさクラブ実施 　10,492�
・県単乳幼児医療費助成 65,491�
・◎市単乳幼児等医療費助成 8,688�
（未就学児の入院医療費助成を小学
3年生まで市単独で拡充）�

・児童手当給付費 207,933�
・地域支援事業 19,314�
・いきいき推進券配布事業 14,610�
・高齢者等住宅屋根雪下ろし助成 �
 300

少子高齢化対策�
・◎伊自良湖耐震調査 8,505�
・◎指令センター施設改修 223,523�
（老朽化した消防本部の指令セン
ターを改修）�

・◎南署耐震補強工事 55,951�
・◎自主防災組織活動育成補助 1,000�
・◎情報ネットワークシステム修正  
 1,450�
・小型動力ポンプ等購入 18,060�
・◎洪水ハザードマップ作成 5,100�
・木造家屋耐震診断・補強補助 3,750

防災対策の充実�

�

�

�

　住みよいまちづくり』�
住みよさ共感住みよさ共感�

さわやかさ　　　あったかさ�
�
にぎやかさ　　　ゆ た か さ�

山県
すてっぷ

あっぷ・ぷらん
さわやかさ　　　あったかさ�
�
にぎやかさ　　　ゆ た か さ�

住みよさ共感�
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豊かで美しい自然を守るまちづくり�

・間伐材搬出利用促進補助 1,500�
・流域広益保全林整備補助 7,560�
・森林体験学習 220�
・環境整備枝打事業 2,205�
・森林整備地域活動支援 9,540�
・椿野～はじかみ林道改良 8,100�
・高田～斧田線林道開設 20,000�
・日永線林道開設 74,333

森林の整備・活用�
・クリーンセンター整備計画仕様書�
　作成　　　　　　　　　　 30,105�
・地球温暖化対策実行計画実施 289�
・生活環境影響調査 4,761

ごみ減量化・リサイクルの推進�
・公共下水道整備（処理場・管渠）  
 2,866,165�
（平成20年度使用開始予定の高富、
富岡地区下水道処理場の建設工事、
および管渠の布設工事）�

下水道の整備�

�

豊かな心と文化を育むまちづくり�

・教育相談員・生活相談員・自立支
援非常勤講師・学習支援非常勤講
師・美術講師・英語指導助手等  
 64,772�

・中学生国際交流補助 6,180�
・高富中学校整備 376,719�
（プールとグラウンド整備）�
・美山中学校整備 426,971�
（用地購入、補償など）�

学校教育の推進�
・市内遺跡発掘調査 3,404
文化財と伝統芸能の継承�

・地区公民館管理 44,349�
・◎山県市総合運動場整備  
  （改修工事など） 202,400

生涯学習の条件整備�

・文化ゾーン整備 83,698�
 （文化の里と伊自良図書館を結ぶ連�
    絡橋を建設）�
  ・花咲きホール運営事業 31,223

芸術文化の振興�

�

・青少年海外派遣 5,000
青少年の健全育成�

�
新しい未来を創るまちづくり�

・男女共同参画計画策定 326
男女共同参画社会の推進�

・人権・同和施策の推進�
人権・同和施策の推進�

・◎市政モニター 34
広報・広聴の推進�

・国際交流事業 1,249
多様な交流の推進�

・特別職報酬改正 △5,418�
・旅費改正 △9,883�
・補助金の見直し △19,281�

健全な財政運営の推進�

�

活力ある産業のまちづくり�

・農産物直売所建設 82,834�
（伊自良地域　本年度完成）�
・農道・かんがい排水施設整備 71,655�
・中濃用水県営事業負担 16,878

農業の振興�
・◎臭気検査手数料 2,250�
・畜産公害改善対策 2,000�
・畜産環境衛生補助 4,200�
・◎悪臭改善機器設置補助 3,100

環境衛生の推進�
・商工会地域活性化事業補助 1,000�
・地域振興イベント［3地域］事業　
　負担 25,500�

交流の振興�

�

きょ�

豊かな自然と活力ある都市が調和した�

『安らかで快適な21世紀の　　
住みよさ共感�

さわやかさ　　　あったかさ�
�
にぎやかさ　　　ゆ た か さ�
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市　　税�

予算現額��
27.4億円��
〔18.9％〕�

調定額��
30.6億円��
（111.7％）�

収入額��
23.3億円��
（85.0％）�

地方交付税�

予算現額��
40.1億円��
〔27.7％〕�

調定額��
40.9億円��
（102.0％）�

収入額��
40.9億円��
（102.0％）�

国県支出金�

予算現額��
15.8億円��
〔10.9％〕�

調定額��
6.3億円��
（39.9％）�

収入額��
4.8億円��
（30.4％）�

市　　債�

予算現額��
29.2億円��
〔20.1％〕�

調定額��
6.6億円��
（22.6％）�

収入額��
6.6億円��
（22.6％）�

その他収入�

予算現額��
32.4億円��
〔22.4％〕�

調定額��
14.0億円��
（43.2％）�

収入額��
13.6億円��
（42.0％）�

歳　　入�
予算現額��

約144.9億円�

〔　〕は、予算現額総額に対する割合�
（　）は、各科目の予算現額に対する割合�

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た

税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
条
例
に
基
づ
き

財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま

す
。今

回
お
知
ら
せ
す
る
の

は
、
平
成
十
八
年
一
月
末
現

在
に
お
け
る
平
成
十
七
年
度

の
予
算
執
行
状
況
な
ど
で

す
。

●
一
般
会
計
歳
入
の
状
況

平
成
十
八
年
一
月
末
現
在

の
調
定
額
は
九
十
八
億
四
千

四
百
三
十
二
万
円
（
執
行
率

六
七
・
九
％
）、
収
入
済
額

で
は
八
十
九
億
二
千
二
百
四

万
円
（
収
入
済
率
六
一
・

六
％
）
で
、
計
画
ど
お
り
順

調
な
執
行
と
な
っ
て
い
ま

す
。

一般会計予算額の変遷 予　算　額

当初予算 138億4,000万円

補正予算（第1～9号） 6億5,298万円

予算現額（H18.1末） 144億9,298万円

基　　金　　名 現　　在　　高
財 政 調 整 基 金 23億　634万円
減　　債　　基　　金 12億9,298万円
教 育 施 設 整 備 基 金 1億2,188万円
魅力あるまちづくり基金 11億8,568万円
消 防 施 設 整 備 基 金 1億8,447万円
合 併 振 興 基 金 3億5,316万円
地 域 福 祉 基 金 5億4,808万円
国 民 健 康 保 険 基 金 5億6,741万円
土 地 開 発 基 金 5億　600万円
高 富 財 産 区 調 整 基 金 1億3,292万円
そ の 他 の 基 金 3億3,466万円
合　　　　　　　　　計 75億3,358万円

※市民1人当たり　24.1万円

基金残高の状況

※平成18年1月末現在における平成17年度予算執行状況など�
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総 務 費�

予算現額��
19.6億円��
〔13.5％〕�

負担行為額��
11.1億円��
（56.6％）�

支出額��
9.3億円��
（47.5％）�

民 生 費�

予算現額��
29.3億円��
〔20.2％〕�

負担行為額��
23.0億円��
（78.5％）�

支出額��
22.1億円��
（75.4％）�

土 木 費�

予算現額��
15.0億円��
〔10.4％〕�

負担行為額��
11.2億円��
（74.7％）�

支出額��
7.8億円��
（52.0％）�

教 育 費�

予算現額��
28.2億円��
〔19.5％〕�

負担行為額��
25.1億円�
（89.0％）�

支出額��
14.1億円��
（50.0％）�

公 債 費�

予算現額��
18.4億円��
〔12.7％〕�

負担行為額��
9.1億円��
（49.5％）�

負担行為額��
9.1億円��
（49.5％）�

その他支出�

予算現額��
34.4億円��
〔23.7％〕�

負担行為額��
27.4億円��
（79.7％）�

支出額��
24.7億円��
（71.8％）�
�

歳　　出�
予算現額��

約144.9億円�

●
一
般
会
計
歳
出
の
状
況

平
成
十
八
年
一
月
末
現
在

の
支
出
負
担
行
為
額
は
百
六

億
九
千
三
百
三
十
万
円
（
執

行
率
七
三
・
八
％
）、
支
出

済
額
で
は
八
十
七
億
千
三
百

九
十
万
円
（
支
出
済
率
六

〇
・
一
％
）
で
、
計
画
ど
お

り
順
調
な
執
行
と
な
っ
て
い

ま
す
。

特別会計の状況

特　別　会　計　名 区 分 予　算　a 調定・負担b b／a 収入・支出c c／a

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

簡 易 水 道

農 業 集 落 排 水 事 業

公 共 下 水 道 事 業

高 富 財 産 区

地 域 情 報 化 事 業

計

31億0,045万円

30億9,166万円

17億5,344万円

4億0,249万円

4億3,305万円

13億5,452万円

230万円

18億7,681万円

120億1,472万円

歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出
歳 入
歳 出

25億2,956万円
22億9,879万円
22億7,817万円
22億8,676万円
14億1,031万円
10億8,923万円
1億6,927万円
3億0,840万円
2億5,396万円
2億8,820万円
6億6,835万円
11億0,579万円

254万円
179万円

1億3,568万円
17億7,048万円
74億4,784万円
91億4,944万円

81.6％
74.1％
73.7％
74.0％
80.4％
62.1％
42.1％
76.6％
58.6％
66.6％
49.3％
81.6％
110.4％
77.8％
7.2％
94.3％
62.0％
76.2％

20億5,409万円
22億2,196万円
22億7,817万円
22億8,596万円
12億8,299万円
10億8,369万円
1億6,549万円
1億1,056万円
2億4,230万円
1億6,742万円
2億8,611万円
6億0,575万円

254万円
179万円

1億3,367万円
17億6,421万円
64億4,536万円
82億4,134万円

66.3％
71.7％
73.7％
73.9％
73.2％
61.8％
41.1％
27.5％
55.6％
38.7％
21.1％
44.7％
110.4％
77.8％
7.1％
94.0％
53.6％
68.6％

地方債の借入残高状況

区　　　　　分 現　　在　　高
一 般 会 計 分

簡 易 水 道 事 業 分
農 業 集 落 排 水 事 業 分
公 共 下 水 道 事 業 分
地 域 情 報 化 分
合 計

普 　 　 　 通 　 　 　 債
災 害 復 旧 債
臨 時 財 政 対 策 債
合 併 特 例 債
そ の 他 一 般 会 計 分

1 9 0 億 7 , 7 6 9 万円
126 億 8 , 6 8 8 万円

6 , 8 1 5 万円
29 億 4 , 1 2 3 万円
19 億 3 , 9 6 0 万円
14 億 4 , 1 8 3 万円
12 億 1 , 6 5 6 万円
48 億 5 , 9 9 4 万円
5 億 4 , 5 2 0 万円
6 億 0 , 8 9 0 万円

263 億 0 , 8 2 9 万円

※市民1人当たり　84.3万円

企業会計の状況

区 分 予　算　a 執行額b b／a

収益的収支

資本的収支

収入
支出
差引
収入
支出
差引

2億6,780万円
2億8,145万円
△1,365万円
6億2,829万円
8億0,239万円

△1億7,410万円

2億1,613万円
1億1,411万円
1億0,202万円
1,556万円

7億1,372万円
△6億9,816万円

80.7％
40.5％

2.5％
88.9％

企業債残高　18億9,847万円

※水道事業



10広報やまがた 2006.4

旧� 新�

 企 画 部�
・総合企画課�

・財政課�

・情報政策課�

　有線テレビ局�

教育委員会�
・教育総務課�

・学校教育課�

・生涯学習課�

・文化課�

産業経済部�
・農林水産課�

・産業振興課�

基盤整備部�
・農山村整備課�

総務部�
●秘書広報課�
●総務課�
�

●総合企画課�
●財政課�
●有線テレビ局�

秘書、広報など�

交通安全、統計、バス政策、�
自治会、防災、選挙、�
情報政策　行政相談など�

企画調整、政策推進�

財政計画・予算編成�

テレビ・インターネット�

戸籍、国民健康保険、�
国民年金�

廃棄物の処理・公害対策�

市民環境部�
●市民課�
�
●税務課�
●環境衛生課�

　……… 徴収対策室�

小・中学校の管理運営�

教育委員会�
●学校教育課�
●生涯学習課�
●文化課�

公民館・体育館�

図書館・文化の里�

産業経済部�
●農林課�
●産業振興課�

…… 林業振興室�

…… 産業団地対策室�
　　　 畜産・水産�

・秘書課�

・総務課�

・税務課�

総務 部�
�

4月1日から市役所の行政組織が一部変わります。（変更部署のみ記載）
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会議室�
302

会議室�
301会議室�

303

会議室�
304

会議室�
305

大会議室�

階
段
�

休憩�
コーナー�

階
段
�

W
C

EV

WC

学
校
教
育
課
�

文
化
課
�

生
涯
学
習
課
�

教
育
長
室
�

2 階�

1 階�

3 階�

本

庁

舎

フ

ロ

ア

図

�

市役所1階�

市役所2階�

市役所3階�

W
C
階
段
�

階
段
�

水
道
課
�

税
務
課
�

会
計
課
�

WC

宿日直室�

公衆電話�
市民ホール�

正面玄関�

EV

下
水
道
課
�

西
口
�

裏
口
�

総
合
案
内
�

市
民
課
�

会議室�
201

市長室�

市民課　　　　22-6827�
税務課　　　　22-6822�
環境衛生課　　22-6828�
徴収対策室　　22-6843�
農林課　　　　22-6829�
産業振興課　　22-6830�
水道課　　　　22-6835�
下水道課　　　22-6836�
会計課　　　　22-6823

秘書広報課　　22-6821�
総務課　　　　22-6820�
総合企画課　　22-6824�
財政課　　　　22-6825�
管理課　　　　22-6831�
建設課　　　　22-6832�
都市計画課　　22-6833

都市�
計画課�

管
理
課
�

建
設
課
�

階
段
�

総
務
課
�

助
役
室
�

WC

EV

公
室
�

階
段
�

W
C

学校教育課　　22-6844�
生涯学習課　　22-6845�
文化課　　　　22-6846

財
政
課
�

総
合
企
画
課
�

徴
収
対
策
室
�

環
境
衛
生
課
�

農
林
課
�

林業振興室�
産業振興課�

秘書�
広報課�

組
織
改
革
の
視
点

・
企
画
部
を
廃
止
し
て
総
務
部
に
統
合
し
、
重

要
政
策
推
進
体
制
の
連
携
を
強
化

・
会
計
事
務
の
適
正
な
執
行
管
理
の
た
め
、
参

与
兼
会
計
事
務
局
長
（
部
長
級
）
を
設
置

・
市
税
、
保
険
税
、
使
用
料
等
の
徴
収
部
門
の

一
体
化
に
よ
る
体
制
の
整
備

・
農
林
業
関
係
の
ハ
ー
ド
部
門
と
ソ
フ
ト
部
門

の
統
合

・
教
育
委
員
会
事
務
局
を
本
庁
舎
三
階
へ
移
動

し
、
市
長
部
局
と
の
連
携
を
強
化

・
教
育
委
員
会
事
務
局
が
移
動
後
の
ス
ペ
ー
ス

を
伊
自
良
地
域
の
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て

活
用
を
検
討

組
織
改
革
の
ポ
イ
ン
ト

・
情
報
化
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
情
報
政
策
課

を
総
務
課
に
統
合
し
情
報
政
策
を
一
本
化
す

る
。

・
総
合
企
画
課
の
重
要
政
策
推
進
体
制
を
強
化

す
る
。

・
徴
収
の
強
化
の
た
め
、
徴
収
部
門
を
設
置

し
、
人
員
・
体
制
の
整
備
を
図
る
。

・
特
に
重
要
な
政
策
に
つ
い
て
課
長
級
を
配
置

し
体
制
を
強
化
す
る
。

・
農
林
業
関
係
の
ハ
ー
ド
部
門
と
ソ
フ
ト
部
門

を
一
体
化
す
る
た
め
、
農
山
村
整
備
課
と
農

林
水
産
課
を
統
合
し
、
農
林
課
と
す
る
。

・
教
育
総
務
課
を
廃
止
し
、
学
校
教
育
課
へ
統

合
す
る
こ
と
に
よ
り
学
校
教
育
部
門
の
効
率

的
な
体
制
を
確
立
す
る
。
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 問い合わせ先　健康課　　22－6839

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
年
々
伸
び

て
お
り
、
平
成
十
六
年
の
調
査
で
は

男
性
七
八
・
六
四
歳
、
女
性
八
五
・

五
九
歳
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
健

康
に
過
ご
せ
る
人
生
の
長
さ
（
健
康

寿
命
）
は
平
成
十
四
年
の
調
査
で
平

均
七
三
・
〇
歳
と
言
わ
れ
て
お
り
、

い
か
に
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
活
動

的
な
生
活
を
送
れ
る
か
」
が
カ
ギ
と

な
り
ま
す
。

今
後
高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進
む
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
、

「
健
康
な
六
十
五
歳
」
か
ら
「
活
動

的
な
八
十
五
歳
」
を
目
指
し
た
取
り

組
み
が
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

私
た
ち
の
生
活
は
、
交
通
機
関
の

発
達
や
車
社
会
の
到
来
な
ど
に
よ

り
、
大
変
便
利
な
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
食
生
活
も
欧
米
化
し
生

活
ス
タ
イ
ル
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。し

か
し
、
そ
の
一
方
で
、
歩
く
こ

と
が
少
な
く
な
り
足
腰
が
衰
え
た
り
、

活
動
量
の
低
下
か
ら
肥
満
の
人
が
増

加
、
ま
た
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
も
増
加
し
、
便
利
な
生
活
が
健
康

を
お
び
や
か
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
都
市
部
よ
り
地
方
に
住
ん
で

い
る
人
の
ほ
う
が
車
で
の
移
動
が
主

で
あ
る
た
め
、
運
動
不
足
の
人
が
多

い
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
誰
で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
が
人
気
を
集
め
て
お
り
、

全
国
で
約
四
千
万
人
の
人
が
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

体
に
大
き
な
負
担
を
か
け
ず
、
運

動
不
足
を
解
消
で
き
る
と
同
時
に
、

糖
尿
病
や
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
な
ど

あ
ら
ゆ
る
病
気
の
原
因
と
な
る
生
活

習
慣
病
の
治
療
や
予
防
に
、
確
か
な

効
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
日
あ
た
り
の
歩
行
距
離

が
長
い
人
ほ
ど
死
亡
率
が
低
い
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
実
際
に
ど
れ
く
ら
い
歩
け

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
運
動
量
と

健
康
と
の
関
係
に
つ
い
て
調
べ
た
結

果
、「
一
週
間
に
二
千
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
（
ま
た
は
一
日
に
三
百
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
＝
一
万
歩
）」
の
運
動
量
が
健

康
維
持
に
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
日
の
目
安
と
さ
れ
る
一
万
歩

は
、
時
間
と
し
て
一
時
間
二
十
分
か

ら
四
十
分
程
度
、
距
離
に
す
る
と
七

〜
八
キ
ロ
（
歩
幅
に
も
よ
り
ま
す
）

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
の
生
活

の
中
で
、
平
均
的
な
人
で
約
三
千
歩

程
度
歩
い
て
い
ま
す
が
、
目
標
の
一

万
歩
を
達
成
す
る
に
は
、
生
活
の
中

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
時
間
を
設

け
る
こ
と
の
他
に
、
階
段
を
使
う
生

活
動
作
な
ど
「
意
識
的
に
歩
数
を
増

や
す
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

長
寿
国
　
日
本
！

便
利
に
な
っ
た
生
活
が

も
た
ら
し
た
も
の
は
…
？

効
果
的
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
？

い
ち
ば
ん
気
軽
に
で
き
る

健
康
づ
く
り「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」



栄
養
教
室
開
講
の
ご
案
内

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

「
ミ
ル
キ
ー
K
i
d
s
ク
ラ
ブ
」

乳
児
期
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
マ
マ
同

士
の
交
流
を
図
り
、
育
児
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
と
し
て
「
ミ
ル
キ
ー
K
i
d
s

ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者

平
成
十
七
年
八
月
〜
平
成

十
七
年
十
一
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

▼
開
催
日
時

四
月
〜
七
月
の
七
回
コ

ー
ス（
初
回
は
四
月
二
十
四
日
�
、

詳
細
は
申
し
込
み
の
あ
っ
た
人
に
後

日
連
絡
し
ま
す
）午
前
十
時
〜
正
午

ご
ろ（
午
後
の
時
も
あ
り
）

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

身
体
を
使
っ
た
遊
び
や
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
親
子
ビ
ク
ス
、

し
つ
け
や
事
故
予
防
に
つ
い
て
な
ど

▼
募
集
人
数

先
着
三
十
人

▼
申
込
期
限

四
月
十
七
日

助
産
師
さ
ん
を
交
え
て
気
に
な
る
こ

と
を
相
談
し
た
り
、
食
事
の
大
切
さ
を

一
緒
に
考
え
、
こ
の
機
会
に
大
勢
の
友

達
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

四
月
二
十
一
日

午
前
十
時
〜
午
後
一
時
三
十
分

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
や
調
理

実
習
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「
一
日
一
万
歩
な
ん
て
時
間
も
な
い

し
…
」
と
い
う
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
週
に
一
回
で
も
一
日

五
分
か
ら
、
歩
く
こ
と
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
無
理
は
せ
ず
、
自
分
の

生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
方
法
で
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
「
健
康
達
人
」

へ
の
道
で
す
。

市
で
は
、「
健
康
づ
く
り
市
民
講

座
」
と
し
て
、
五
月
中
旬
に
美
山
地

域
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
予
定
で

す
。（
詳
細
は
広
報
や
ま
が
た
五
月

号
に
掲
載
）
家
族
や
友
人
を
誘
っ
て

ぜ
ひ
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
な
ど

※
託
児
あ
り

▼
申
込
期
限

四
月
十
八
日

今
や
健
康
の
源
は
”食
に
あ
り
“

健
康
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
栄
養
・

運
動
・
休
養
の
基
礎
と
各
テ
ー
マ
ご
と

の
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。
規
定
の
回

数
を
出
席
さ
れ
た
人
は
、
食
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。自

分
の
健
康
、
家
族
の
健
康
、
地
域

の
健
康
の
た
め
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

五
月
二
十
六
日

午
前
九
時
三
十
分
〜

十
回
コ
ー
ス
（
毎
月
一
回
・
八
月
休

み
）

七
回
以
上
出
席
の
方
に
修
了
証
授
与

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

講
義
と
調
理
実
習

▼
参
加
費

千
円
・
米
一
合

（
テ
キ
ス
ト
代
・
食
材
料
代
含
む
）

▼
申
込
期
限

五
月
十
九
日

（火）

肩�

両肩を結ぶ線を水平に保つ。�
力まずリラックスしよう�

腰�

腰の位置を高くし、腰の�
回転で歩幅を広げよう� 足�

かかとから着地し、�
つま先で地面を蹴る。�
ひざは伸ばして歩こう�

腕�

ひじをやや曲げて、腕を�
大きく振りながら歩く�

胸・背�

胸を張って背筋をまっすぐ�
伸ばすのがポイント�

頭�

頭を揺らさず正面を向く。�
軽くあごを引き目線は遠くへ�

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

ま
す
ま
す
健
康
に
！

効果的なウォーキングフォーム

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
�
22
―

6
8
3
9

（金）

（月）

（金）

（金）

（月）
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2月19日、美山地域の武儀川、神崎川などでアマ
ゴ釣りが解禁されました。
解禁前日、遊漁証などを管理する美山漁業協同組

合が18から23センチのアマゴ約760キロを放流しま
した。
県内外から訪れた大勢の太公望は、アマゴ釣り独

特の手応えを楽しんだようでした。
なお美山漁業協同組合は、4月中旬までに北山地

区を中心に計1,400キロを放流する見込みです。

独特の手応えを楽しみました
美山地域でアマゴ釣り解禁

2月12日、高富中央公民館で平成17年度生
涯学習フェスタが行われ、たくさんの来場者で
にぎわいました。
この日は公民館で長い間勤続、指導を行って

きた方への表彰のほか、華道、パッチワークな
ど22団体の作品展示がありました。中でも和紙
を使ったちぎり絵は、油絵と思えるほど重厚で
来場者は足を止め観覧していました。
また、高富コール・バルーンのコーラスなど

12団体の舞台発表も行われました。

輝いてます、私たち
高富中央公民館生涯フェスタ

2月24日、文化の里花咲きホールで市小中学
校教職員研修会を開催しました。
この日は、勤続15年以上の16人の表彰のほ

か小中学校教育に役立つ授業の実践記録や、自
作教具を応募した36人から最優秀賞に梅原小学
校江川直子教諭と富波小学校高橋宏美養護教
諭、新人賞に高富中学校大野由香子教諭、特別
賞に伊自良南小学校長屋芳子教頭が選ばれました。
また、講演会では小林圀之教育長が「分かる

授業・心の教育」をテーマに少人数クラスなど
教育が目指す7つの実践について話しました。

心の教育、信頼関係が一番大切
小中学校教職員研修会
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3月1日、伊自良老人福祉センターで岐阜地
域保健所本巣・山県センターによる、愛犬しつ
け教室が行われました。
これは、基本的な犬のしつけ方法を普及し、

適切な飼養の推進を図る目的で毎年行われてい
ます。
市内外から集まった参加者40人は、講師の愛

玩飼育管理士石崎容子さんと石崎由美子さんか
ら、犬の健康的な飼い方や人間社会に迷惑をか
けないようにしつけることの大切さを講話や、
愛犬と一緒になっての実技講習で学びました。

愛情はたっぷりと責任はしっかりと
愛犬しつけ教室

2月26日、富波公民館で富波小学校59人の児
童と関係者らが、「となみKidsサポート出発式」
を行われました。
サポーターの皆さんは、子どもたちの安全を、

学校・保護者・地域のみんなで見守る意識を高
め、子どもたちも自らの安全は自らで守るとい
う意識を高めることを目的に活動されます。
安全はもちろん、地域の人との関わりの中か

らあいさつできるまちづくり、感謝できる子に
育つ願いも込められています。児童たちは、「地
域の皆さんがサポートしてくださるので心強い
です」と話していました。

心強いサポーターの皆さんに感謝
となみkidsサポート出発式

2月17日、高富体育館で岐阜県老人クラブ連合
会が主催する体力測定が行われました。
この体力測定の目的は、会員が自分の体力を知

り、その結果自分に適した運動を行うために開催
されました。
この日は、高富地域の会員が参加。会員たちは

6分間歩行や開眼片足立ち、上体起こしなど6種
目を行いました。
なお、伊自良、美山地域でも同様の体力測定が

行われました。

今後の体力作りに役立てるために
老人クラブ会員が体力測定
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昨年1年間市内で撮影された写真のコンテス
ト「第1回岐阜やまがたフォトコンテスト’05」
の審査が2月10日、山県市文化の里花咲きホー
ルで行われました。
このコンテストは市観光協会が主催し、市内

外の写真愛好家から209点が寄せられました。
この日選ばれた入選、入賞作品は5月中旬まで
古田紹欽記念館などで展示されます。
・グランプリ　後藤守忠さん

・特選　　　　小栗守さん、奥田良雄さん

山県市の風景を撮影
第1回岐阜やまがたフォトコンテスト’05

4月14日、15日、16日アメリカ空手道連盟主
催のジュニアオリンピック空手道大会とUSオ
ープン空手道大会に山県市空手道協会の会員で
本市在住の門脇弘美さん（聖徳短大1年）、谷
村成美さん（高富中3年）、滝口拳也君（高富
中1年）が出場することになりました。3選手
は、県、東海、全国大会で毎年優秀な成績を収
めていることから、アメリカ空手道連盟から出
場要請を受けました。

世界に挑む
ジュニアオリンピック空手道大会

このほど　ナレッジ・デザイン会長の信田義
朗会長が市へ桜の苗木、120本を寄贈されまし
た。
このうち、40本の桜（ソメイヨシノ）は市観

光協会会員約30人によって伊自良湖畔に植えら
れました。また、会員たちは雪などで折れた雑
木の整理なども行いました。
何十年後には伊自良湖の春の風景が桜いっぱ

いになるかも。
なお、寄付されたその他の桜は、植樹場所が

確保でき次第順次植えていきます。

伊自良湖の桜がさらにきれいに
観光協会が伊自良湖に桜を植樹

（株）
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人
身
事
故
は
百
五
十
六
件
と
、
前
年

の
件
数
（
百
六
十
四
件
）
を
下
回
っ
た

も
の
の
、
死
者
数
、
物
損
事
故
の
件
数

は
増
加
し
ま
し
た
。
事
故
の
特
徴
と
し

て
は
、
午
前
七
時
か
ら
九
時
、
午
後
四

時
か
ら
七
時
に
多
発
し
て
お
り
特
に
脇

見
に
よ
る
追
突
事
故
、
交
差
点
で
の
出

会
頭
事
故
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
通
学
路
の
安
全
を
確
保

し
、
街
頭
指
導
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
夜
間
の
外
出
に
は
明
る
い
服
装

で
反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

朝
礼
時
な
ど
に

「
交
通
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
の
遵
守
」

「
飲
酒
運
転
の
禁

止
」
な
ど
を
呼
び

か
け
ま
し
ょ
う
。

新
学
期
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
幼
児
や

児
童
生
徒
の
活
動
が
活
発
に
な
り
ま

す
。
常
に
歩
行
者
、
自
転
車
の
飛
び
出

し
を
予
測
し
、
緊
張
感
を
も
っ
て
安
全

運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
同
乗
者
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、

六
歳
未
満
の
幼
児
に
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

春の全国交通安全運動
実施期間 4月6日（木）～15日（土）

「地域ぐるみで守ろう こどもとお年寄り」
・子どもと高齢者の交通事故を防止する。

・自転車の安全な利用を推進する。

・シートベルトとチャイルドシートの正しい着用を徹底する。

四
月
は
入
学
、
入
社
、
転
勤
な
ど
新
し
い
生
活
の
ス
タ
ー
ト
の
時
期
で
す
。

新
生
活
や
行
楽
な
ど
で
人
の
動
き
が
活
発
に
な
り
交
通
事
故
の
多
発
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
事
故
防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運
転
手
は

家
庭
・
地
域
で
は

職
場
で
は

市
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況

（
平
成
十
七
年
）

人身事故 対前年比 死者数 対前年比 負傷者数 対前年比 物損事故 対前年比

高富地域 125 －11 1 ＋1 156 －20 670 －6

美山地域 24 ＋1 1 ±0 29 ±0 208 ＋40

伊自良地域 7 ＋2 0 ±0 15 ±10 63 －1

合 計 156 －8 2 ＋1 200 －10 941 ＋33

（資料提供：山県警察署）

山県市内地域別交通事故発生状況（平成17年）

運動の重点
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実　施　日 内　　　　　容 料　 金 発 売 日

06月17日�
調整中

マリンバ・コンサート
木の優しい音色をお楽しみください

大　　　人 1,000円
高校生以下 500円
［全指定席］

4月14日�

05月27日�
午後7時～

寺井尚子ジャズライブ
情熱的で躍動感溢れる人気のジャズ・
ヴァイオリン奏者によるコンサート

大　　　人 2,000円
高校生以下 1,000円
［全指定席］

好評発売中

伊
藤
弘
典
・
笛
木
良
彦
に
よ
る
和
太
鼓
（
日
本
）

鄭
　
柄
斗
に
よ
る
チ
ャ
ン
ゴ
（
大
韓
民
国
）

N
O
B
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ベ
（
ア
フ
リ
カ
）

大　　　人 1,000円

高校生以下 500円

［全指定席］

好評発売中

伝
統
打
楽
器
は
心
を
癒
し
、
鼓
舞
す
る
「
音
楽
楽
器
」

と
し
て
世
界
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
。

未就学児の入場は
お断りします（ ）

（金）

（土）

（土）
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文化の里　花咲きホール
�36ー2323
�36ー2777

hanasaki＠city.gifu-yamagata.lg.jp
休館日／休日（日曜日）の翌日・第3日曜日

花咲きホール、（高富・伊自良・美山）中央公民

館、山県市役所会計課

開館、開庁日の午前9時～午後5時

チケット取り扱い場所・時間問
い
合
わ
せ
先

花咲きホールが行う文化事業の受付・会場・接待のスタッフとしてご
協力いただける人を募集します。

対 象 者 人と接するのが好きな人、文化事業に関心がある人、イベン
トが好きな人。

内　　容 イベントの事前準備や当日のチケットもぎり、会場の整理、
チラシなどの折込みなど

申込方法 電話、FAXまたは直接花咲きホールにお申し込みください。

応募期間 随時

申込・問い合せ先 花咲きホール　�36－2323 �36－2777

＊＊＊花咲きホールボランティア募集＊＊＊

ワークショップ参加者募集
一流のピアニストおよび観衆の前で、ピアノ学
習者に貴重な演奏体験をしていただき、地域に
根ざした文化芸術を広めることを目的とします

実 施 日 7月15日（土）開催の
ザイラーピアノデュオコンサート

内　　容 ピアノ独奏・連弾いずれも可
演奏時間 1組　5分～7分

ザイラーさんの講評をいただきます
募集人員 2組（市内在住または在勤の人1組、

ピアノ学習高校生1組）
参加資格 市内在住または在勤の人およびピアノ学習高校生　5分～7分の曲が暗譜で弾き込める人
応募方法 2005年8月以降にMDに録音されたもの（提出されたMDは返却いたしません）
応募〆切 録音日を明記し、6月23日（金）までに郵送または直接お申し込みください
提 出 先 花咲きホール

〒501－2125 山県市洞田127－135 電話36－2323
選考方法 MD審査により10組選出

7月9日（日）午後1時から実技審査。詳細は後日個人に郵送します

撮影 藤原　忠

FAX

FAX
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変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
制
度

要介護認定区分が変わりました�

これまでの�
区分�

［6段階］�

非
該
当�

非
該
当�

要
支
援�

要
介
護
1

要
支
援
1

要
支
援
2

要
介
護
1

要
介
護
2

要
介
護
3

要
介
護
4

要
介
護
5

要
介
護
2

要
介
護
3

要
介
護
4

要
介
護
5

平成18年�
4月からの�
区分�

［7段階］�

介護や支援が必要とな�
るおそれのある人に、�
地域包括支援センター�
が中心となって行う【地�
域支援事業の介護予�
防事業】が利用できま�
す。�

非該当となった人は�

心身の機能の維持・改�

善のために、【介護保�

険の介護予防サービ�

ス】が利用できます。�

要支援1, 2と�
認定された人は�

要介護認定審査会で�

審査・判定�

自立した生活を支援す�

るために、今までどお�

り【介護保険の介護�

サービス】が利用でき�

ます。�

要介護 1～5と�
認定された人は�

近
年
、
全
国
的
に
要
支
援
・
要
介
護

1
の
い
わ
ゆ
る
”
軽
度
者
“
が
大
幅
な

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

本
市
で
も
、
平
成
十
五
年
三
月
末
現

在
、
要
支
援
者
は
七
十
七
人
、
要
介
護

1
は
百
五
十
三
人
で
し
た
が
、
平
成
十

七
年
三
月
末
現
在
に
は
、
要
支
援
者
は

百
十
四
人
、
要
介
護
1
は
、
二
百
三
十

人
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
高
齢
者
の

み
な
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
続
け
て

い
く
た
め
に
、
で
き
る
限
り
介
護
が
必

要
な
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
に
サ
ー
ビ

ス
を
適
切
に
利
用
し
、
予
防
で
き
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
要
支
援
1
・
2
と
認

定
さ
れ
た
人
が
、
今
よ
り
も
状
態
が
悪

く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
少
し
で
も

自
分
で
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
や
、

地
域
支
援
事
業
と
し
て
、
認
定
審
査

「
非
該
当（
自
立
）」
の
人
や
地
域
の
す

べ
て
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時

に
は
み
な
さ
ん
の
要
求
や
、
心
身
の
状

態
の
変
化
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

〜
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
〜

四
月
一
日
か
ら
、「
で
き
る
か
ぎ
り
介
護
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
『
介
護
予
防
』に
も
重
点
を

置
い
た
し
く
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。
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地域包括支援センター（地域包括ケアシステム）のイメージ�

被保険者�

総合相談・支援事業�

虐待防止・早期発見、権利擁護�

社会福祉士�

チームアプローチ� 保健師等�

介護予防マネジメント事業�

多面的（制度横断的）支援展開�

行政機関、保健所、医療機関、児童�
相談所など必要なサービスにつなぐ�
�

虐待防止� 介護サービス� ボランティア�

医療サービス� ヘルスサービス� 成年後見制度�

介護相談員� 地域権利擁護� 民生委員�

・中立性の確保�
・人材確保支援�

利用者、被保険者（老人クラブなど）�

地域包括支援センター�
運営協議会�

介護保健サービスの関係者�

権利擁護・相談を担う関係者�

地域医師会、介護�
支援専門員等の職�

能団体�

NPO等の地域サー�
ビスの関係者�

　市区町村ごとに設置�
（市区町村が事務局）�

居宅介護支援�
事業所�

包括的支援事業の円滑な実�
施、センターの中立性・公�
共性の確保の観点から、地�
域の実情を踏まえ、選定。�

主治医�

マネジメント�
・アセスメントの実施�
　　　　↓�
・プランの策定�
　　　　↓�
・事業者による事業実施�
　　　　↓�
・再アセスメント�

包括的・継続的マネジメント事業�

長
期
継
続
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト�

新
予
防
給
付
・
介
護
予
防
事
業�

多職種協働・連携の実現�

主治医  ケアマネジャー�
・センターの運営支援、評価�
・地域資源のネットワーク化�

ケアチーム�

連携�

支援�

主任ケア�
マネジャー�

・日常的個別指導・相談�
・支援困難事例等への指導・助言�
・地域でのケアマネジャーのネットワークの構築�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に

は
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
専
門
職
を
配
置

し
、
連
携
し
て
業
務
に
取
り
組
み
ま

す
。要

支
援
・
要
介
護
に
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
高
齢
者
や
す
べ
て
の
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
効
果
的
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
が
地
域
支
援
事
業
と
し
て
介
護
保
険

制
度
に
新
た
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

◎
介
護
予
防
事
業

要
支
援
・
要
介
護
に
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
人
や
す
べ
て

の
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

し
ま
す

◎
包
括
的
支
援
事
業

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
総
合
的
に
行
う
た
め

に
、「
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」「
総
合
相
談
や

支
援
」「
権
利
擁
護
事
業
」

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
」

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
支
援
事
業
の
創
設

地域包括支援センターの役割

地域包括支援センターは、皆さんの要求や
心身の状態の変化に応じてサービスが切れ目
なく提供できる体制を支える、市が設置する
機関です。
また、サービスの利用方法についても、そ

の要求に適切に対応できる総合窓口としての
役割も担っています。



要
介
護
状
態
な
ど
の
軽
減
、
悪
化
防

止
に
効
果
的
な
軽
度
な
人
を
対
象
と
す

る
新
た
な
予
防
給
付
が
実
施
さ
れ
ま

す
。予

防
給
付
の
対
象
者
は
新
た
に
創
設

さ
れ
た
要
支
援
1
（
従
来
の
要
支
援

者
）
お
よ
び
要
支
援
2
（
従
来
の
要
介

護
1
の
一
部
）
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
手
す
り
の
取
り
付
け

②
段
差
の
解
消

③
滑
り
の
防
止
、
移
動
の
円
滑
化
等
の

た
め
の
床
・
通
路
面
の
材
料
の
変
更

④
引
き
戸
等
へ
の
扉
の
取
替
え

⑤
洋
式
便
器
等
へ
の
便
器
の
取
替
え

⑥
そ
の
他
こ
れ
ら
の
各
工
事
に
付
帯
し

て
必
要
な
工
事

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
支
給
の
申
請

に
は
、
必
ず
工
事
を
始
め
る
前
に
長
寿

福
祉
課
へ
住
宅
改
修
が
必
要
な
理
由
書

な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
、
改
修
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
長
寿
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
寿
福
祉
課
　
�
22
―

6
8
3
8

〈
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ

〉

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師

等
の
担
当
者
が
自
宅
を
訪
問
し
て
、

本
人
の
心
身
や
生
活
の
状
況
を
調
査

し
ま
す
。

②
調
査
結
果
を
も
と
に
、
今
後
の
目
標

や
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
検
討

を
重
ね
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

③
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
ケ
ア
プ

ラ
ン
に
基
づ
い
て
、

・
食
事
の
提
供
や
排
せ
つ
、

入
浴
な
ど
日
常
生
活
上
の

支
援

・
居
宅
で
の
生
活
行
為
に
実

際
に
活
か
す
こ
と
を
想
定
し

た
支
援
や
生
活
行
為
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
支
援
な
ど

共
通
的
サ
ー
ビ
ス
と
あ
わ
せ

て
、

・
運
動
器
の
機
能
向
上

・
栄
養
改
善

・
口
腔
機
能
の
向
上
な
ど
の

選
択
的
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し

ま
す
。
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〈高齢者に対する虐待に気づいた方は
地域包括支援センターへ連絡をお願いします〉

高齢者虐待防止法が4月から施行されました。特別養護老人ホーム、グ
ループホームなどの高齢者施設や自宅において、職員、家族、ホームヘル
パーなどが、高齢者に対して暴行したり、世話をせず放置したり、あるい
は金銭を取り上げるなどの虐待行為を発見された場合は、連絡をお願いし
ます。

連絡先：長寿福祉課　地域包括支援センター　�22－6838

予
防
給
付
の
創
設

介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
工
事

通
所
系
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

選
択
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

四
月
か
ら

改
修
を
始
め
る
前
に
申
請
が
必
要
で
す

居
宅
介
護
住
宅
改
修
（
介
護
予
防
住
宅
改
修
）
費
の
支
給

・介護予防通所介護

・介護予防通所リハビリテーション

・介護予防訪問介護

・介護予防福祉用具貸与・販売

・介護予防訪問入浴介護

・介護予防訪問リハビリテーション

・介護予防訪問看護

・介護予防居宅療養管理指導

・介護予防短期入所生活／療養介護（ショートステイ）

・介護予防住宅改修費支給

・介護予防特定施設入居者生活介護　　など

～利用できる介護予防サービス～
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は
じ
ま
る
よ
！

い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室

「
脳
の
健
康
教
室
」

参
加
者
募
集

「
脳
の
健
康
教
室
」

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集

ぼ
け
た
く
な
い
と
い
う
の
は
誰
も

が
願
う
こ
と
で
す
が
、
自
分
は
ま
だ

そ
ん
な
年
齢
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
人
も
多
い
の
で
は
。

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
し
た
脳

で
い
ら
れ
る
よ
う
、
今
か
ら
脳
を
き

た
え
若
々
し
い
脳
を
保
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

市
で
は
高
齢
者
の
認
知
症
予
防
に

効
果
が
あ
る
と
い
う
川
島
隆
太
教
授

の
研
究
を
も
と
に
「
脳
の
健
康
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

一.

音
読
や
簡
単
な
計
算
を
楽
し
む

教
室
で
の
学
習

二.

毎
日
十
五
分
程
度
の
家
庭
学
習

を
し
ま
す

＊
音
読
や
簡
単
な
計
算
で
認
知
症
の

予
防音

読
や
簡
単
な
計
算
を
楽
し
む
、

週
一
回
の
教
室
で
学
習
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
学
習
の
お
手
伝
い
を
す

る
「
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
」
や
、
同
じ

教
室
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
、
楽
し

み
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と
で
よ
り
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
。

＊
親
し
み
や
す
い
教
材

楽
し
く
学
習
す
る
こ
と
で
脳
を
活

性
化
し
、
脳
機
能
の
維
持
・
向
上
を

目
指
す
の
が
こ
の
教
室
の
ね
ら
い
で
す
。

小
学
校
低
学
年
程
度
の
ス
ラ
ス
ラ

と
け
る
計
算
、
万
葉
集
や
短
歌
、
紀

行
文
や
童
話
と
い
っ
た
読
み
書
き
教

材
な
ど
の
親
し
み
や
す
い
教
材
で
、

成
果
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

「
脳
の
健
康
教
室
」
で
は

▼
対
象
者

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上

の
市
民
、
先
着
三
十
人
。
初
め
て

の
人
を
優
先
し
ま
す
。

▼
学
習
日

六
月
〜
十
一
月
毎
週
金

曜
日
の
午
前
中

一
人
当
た
り
の
学
習
時
間
は
三
十

分
程
度

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

▼
費
用

月
額
千
五
百
七
十
五
円

（
教
材
費
）

▼
申
込
期
限

五
月
十
日
�

「
脳
の
健
康
教
室
」
に
参
加
さ
れ

た
人
と
一
緒
に
、
学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。

▼
募
集
人
数

数
人

▼
報
酬

一
回
二
千
円

▼
勤
務
時
間

毎
週
金
曜
日

午
前
九
時
〜
正
午

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

▼
資
格
・
条
件

年
齢
六
十
歳
未
満

で
高
齢
者
の
自
立
支
援
に
関
心
の

あ
る
人

▼
応
募
方
法

四
月
二
十
八
日
　
ま

で
に
履
歴
書
を
長
寿
福
祉
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
面
接
日
な
ど

は
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
福
祉
課

�
22
―

6
8
3
8

（金）

（水）
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4月08日（土） たかとみスポーツクラブ・スタートの会

4月09日（日） ふれあいソフトバレーボール大会

4月16日（日） 社会人クラブチームバドミントン大会

4月23日（日） 連盟杯たかとみバレー大会

4月29日（土） 市スポーツ少年団合同入団式及び運動適正テスト

4月30日（日） 県レディースバドミントン春季大会

～4月の総合体育館スポーツイベント～

▼
募
集
人
員

一
人

▼
賃
金

日
額
五
千
六
百
円

▼
勤
務
内
容

予
約
受
付
業
務
な
ど

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午

後
五
時
十
五
分
の
う
ち
実
働
七
時
間

▼
勤
務
地

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
み
や
ま

キ
ャ
ン
プ
場
（
片
原
）

▼
雇
用
期
間

平
成
十
八
年
五
月
一
日

〜
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で

▼
勤
務
日

週
五
日
間
（
交
代
制
）

▼
資
格
、
条
件

土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
に
勤
務
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
が
で

き
る
五
十
歳
ま
で
の
人

▼
応
募
方
法

四
月
十
四
日
�
ま
で
に

履
歴
書
を
産
業
振
興
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
�
22
―

6
8
3
0

▼
場
所

岩
佐
六
三
六

▼
募
集
戸
数

公
営
住
宅
一
戸
　
3
L

D
K
（
七
二
・
一
七
�
）

▼
家
賃

一
万
七
千
二
百
円
〜
二
万
八

千
五
百
円
程
度
（
収
入
金
額
に
よ
り

異
な
り
ま
す
）

▼
入
居
者
資
格

◎
同
居
し
て
い
る
か
同
居
し
よ
う
と

し
て
い
る
親
族
（
婚
約
者
な
ど
）

が
あ
る
こ
と

◎
政
令
で
定
め
る
所
得
金
額
が
月
額

二
十
万
円
（
裁
量
階
層
二
十
六
万

八
千
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

◎
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▼
入
居
時
期

五
月
予
定

▼
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
管
理
課
へ
提
出

▼
申
込
期
限

四
月
十
七
日
�
必
着

▼
選
考
方
法

入
居
希
望
者
が
多
数
の

場
合
は
、
困
窮
の
実
情
を
調
査
し
、

条
件
が
同
等
で
あ
れ
ば
抽
選
に
よ
り

決
定

▼
そ
の
他

電
化
住
宅
の
た
め
、
ガ
ス

調
理
器
は
使
え
ま
せ
ん
。
く
わ
し
く

は
管
理
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

管
理
課
　
　

�
22
―

6
8
3
1

岐
阜
県
で
は
、
平
成
十
八
年
度
に
実

施
す
る
青
年
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

▼
派
遣
先

・
中
国
（
八
月
上
旬
〜
中
旬
の
九
日

間
）

・
イ
ン
ド
（
八
月
下
旬
〜
九
月
上
旬

の
十
日
間
）

・
ハ
ン
ガ
リ
ー
（
九
月
中
旬
〜
下
旬

の
十
日
間
）

▼
募
集
期
間

四
月
三
日
〜
五
月
九
日

▼
参
加
対
象

十
八
歳
〜
三
十
五
歳
ま

で
の
県
内
在
住
者
（
高
校
生
は
除

く
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
地
域
県
民
部
青
少
年
室

�
0
5
8
―

2
7
2
―

1
1
1
1

「
サ
ン
セ
イ
ス
美
山
」入

居
者
募
集

岐
阜
県
青
年
海
外
派
遣
事
業

参
加
者
募
集

日
日
雇
用
職
員
募
集（
事
務
職
）

m2

（月）

（金）
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自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

「火の用心　森の恵みを　未来まで」

山々は秋から冬にかけて、枯れ草や落ち葉を沢
山ため込んでいます。空気が乾燥して季節風が強
くなる「春」の山々は、まるで巨大マッチと同じ
ようなものです。
何気なく捨てた、たった1本のたばこや火気を

使用した後始末が悪ければ、それが取り返しのつ
かない大きな山火事につながる可能性が高いのが
この季節です。
ひとたび発生してしまった山火事を消火するこ

とは、決して簡単なことではありません。時とし

て、多くの人命や貴重な財産を一瞬のうちになく
してしまいます。さらには、消失した貴重な森林
は元通りになるまで長い年月を必要とします。
山火事（林野火災）のほとんどは人災です。山

火事の発生を防ぐには、私たち一人ひとりが気を
つければ起こる事がない火災です。
貴重な森林資源や自然を後世に残すためにも、

火の取り扱いには十分注意しましょう。

火事・救急・救助は119番
山県市消防本部 �22－0119

合
は
、
市
役
所
夜
間
受
付
（
東
側
出
入

口
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
現
行

午
後
五
時
十
五
分
〜
午
後
十

時
▼
変
更
後

午
後
五
時
十
五
分
〜
翌
日

午
前
二
時
、
午
前
六
時
〜
午
前
八
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
　

�
22
―

2
1
1
1

山
県
市
の
保
育
園
や
高
富
児
童
館
、

子
ど
も
げ
ん
き
は
う
す
、
ピ
ッ
コ
ロ
療

育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

（
ご
本
人
、
ご
家
族
）
の
意
見
や
要
望
、

苦
情
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
利

用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

遠
慮
な
く
、
相
談
や
率
直
な
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◎
各
施
設
の
窓
口
に
『
ご
意
見
箱
』
を

設
け
て
い
ま
す
。

◎
直
接
、
職
員
に
申
し
出
に
く
い
場
合

は
、
第
三
者
委
員
に
書
面
な
ど
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
、
苦
情
を

公
平
に
解
決
す
る
た
め
、
各
施
設
ご

と
に
第
三
者
委
員
を
委
嘱
し
て
い
ま

す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
直
接
手
紙
な
ど

で
苦
情
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
パ
イ

ロ
ッ
ト
・
技
術
・
薬
剤
）
を
募
集
し
ま

す▼
資
格

二
十
歳
以
上
二
十
六
歳
未
満

（
二
十
二
歳
未
満
は
大
卒
ま
た
は
大

卒
見
込
）、
修
士
学
位
取
得
者
は
二

十
八
歳
未
満

▼
受
付
期
間

四
月
三
日
�
〜
五
月
十
二
日
�

一
次
試
験
　
五
月
二
十
・
二
十
一
日

（
二
十
一
日
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
の
み
）

▼
試
験
科
目

一
般
教
養
・
専
門
学

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
岐
阜
募
集
案
内
所

�
0
5
8
―

2
6
2
―

1
8
1
8

現
在
行
っ
て
い
る
火
葬
場
の
仮
予
約

の
受
付
時
間
に
つ
い
て
、
四
月
一
日
以

降
次
の
と
お
り
時
間
の
変
更
を
し
ま
す
。

仮
予
約
で
き
る
人
は
、
従
来
ど
お
り

亡
く
な
ら
れ
た
人
の
住
所
が
市
内
に
あ

る
場
合
の
み
で
す
。
仮
予
約
さ
れ
る
場

岐
北
斎
苑
（
火
葬
場
）
の

時
間
外
受
付
時
間
の
拡
大

『
苦
情
解
決
制
度
の
ご
案
内
』

―
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
―

（金）

（月）
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※
1

い
ず
れ
も
そ
の
世
帯
を
構
成
す

る
す
べ
て
の
人
が
市
町
村
民
税
非
課

税
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
印
鑑

お
よ
び
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
減
免
基

準
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

を
持
参
の
う
え
、
四
月
十
四
日
�
ま
で

に
有
線
テ
レ
ビ
局
ま
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

有
線
テ
レ
ビ
局
�
22
―

6
1
0
0

国
や
岐
阜
県
か
ら
の
補
助
を
受
け
、

平
成
十
八
年
度
に
住
宅
を
新
築
さ
れ
る

人
、
ま
た
は
汲
み
取
り
や
単
独
浄
化
槽

か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
改
造
さ
れ
る

人
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
以
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

平
成
十
九
年
三
月
ま
で
に

設
置
完
成
す
る
人

▼
対
象
地
域

山
県
市
全
域

※
農
業
集
落
排
水
施
設
の
利
用
が
困

難
な
人

※
公
共
下
水
道
事
業
第
三
整
備
（
平

成
二
十
五
年
〜
二
十
九
年
度
予

定
）
区
域
の
人

▼
問
い
合
わ
せ
先

環
境
衛
生
課
　
�
22
―

6
8
2
8

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、
有
線

テ
レ
ビ
の
利
用
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

一
・
「
利
用
料
の
全
額
免
除
」

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
な
ど
を
受

け
て
い
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
一
級
、
二
級
、

三
級
）
を
所
持
す
る
人
の
世
帯
（
※

1
）

・
療
育
手
帳
（
A
・
A
1
・
A
2
）
を

所
持
す
る
人
の
世
帯
（
※
1
）

二
・
「
利
用
料
の
半
額
免
除
」

（
四
級
・
五
級
・
六
級
）
を
所
持
す

る
人
の
世
帯
（
※
1
）

・
療
育
手
帳
（
B
1
・
B
2
）
を
所
持

す
る
人
の
世
帯
（
※
1
）

・
戦
傷
病
者
手
帳
を
所
持
す
る
人
の
う

ち
、
障
害
の
程
度
が
恩
給
法
に
規
定

す
る
特
別
項
症
か
ら
第
一
款
症
ま

で
に
相
当
す
る
重
度
の
戦
傷
病
者

を
有
す
る
世
帯
（
※
1
）

は
三
・
八
人
と
平
均
的
な
の
に
対
し
、

美
山
地
域
は
三
・
一
人
し
か
な
く
、

一
般
世
帯
か
ら
夫
婦
世
帯
、
独
居
高

齢
者
世
帯
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
よ
う

で
す
。

岐
阜
県
に
お
い
て
も
こ
の
調
査
の

実
施
以
降
の
人
口
は
初
め
て
の
減
少

で
す
が
、
世
帯
数
は
過
去
最
高
と
な

り
ま
し
た
。
山
県
市
も
同
様
に
、
昭

和
四
十
年
か
ら
増
加
に
あ
っ
た
人
口

が
今
回
は
減
少
し
、
そ
れ
と
は
逆
に

世
帯
数
は
大
正
九
年
以
降
増
加
し
、

今
回
が
過
去
最
高
の
世
帯
数
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
数
値
は
地
方
交
付
税
交
付
金

の
算
出
基
礎
と
な
り
、
雇
用
対
策
、

防
災
対
策
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
人
口

分
析
な
ど
の
利
用
率
は
高
く
重
要
性

の
あ
る
も
の
で
、
市
の
重
要
施
策
の

方
向
性
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

重
要
な
統
計
調
査
で
あ
る
国
勢
調

査
は
、
指
導
員
十
八
人
、
調
査
員
百

六
十
三
人
を
は
じ
め
、
山
県
市
に
居

住
す
る
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
に

よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
速
報
値
は
今
年
十
月

に
公
表
予
定
の
確
定
値
と
一
致
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願

い
ま
す
。

昨
年
十
月
に
山
県
市
誕
生
後
初
め

て
行
わ
れ
た
、
国
勢
調
査
の
集
計
結

果
が
二
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

人
口
は
前
回
（
平
成
十
二
年
）
の

旧
三
町
村
の
合
計
を
六
百
三
十
八
人

下
回
る
三
万
三
百
十
三
人
、
世
帯
数

は
そ
れ
を
三
百
七
十
四
世
帯
上
回
る

九
千
四
百
七
十
二
世
帯
で
し
た
。

地
域
別
に
人
口
を
見
て
み
ま
す
と
、

高
富
地
域
が
約
〇
・
八
％
減
、
美
山

地
域
が
七
・
八
％
減
に
対
し
て
、
伊

自
良
地
域
は
六
・
二
％
増
と
な
り
、

福
祉
施
設
な
ど
に
よ
る
増
加
現
象
が

見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

世
帯
で
は
少
人
世
帯
化
で
あ
る
と

と
も
に
、
単
身
者
、
大
学
生
や
外
国

人
就
労
者
を
一
人
一
世
帯
と
す
る
た

め
、
ど
の
地
域
に
も
増
加
が
み
ら
れ
、

特
に
高
冨
地
域
は
約
三
百
世
帯
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

人
口
と
世
帯
を
比
べ
る
と
、
ど
の

地
域
も
世
帯
数
は
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
一
世
帯
当
た
り
の
人
口
は
全
体

で
は
三
・
二
人
で
す
。
伊
自
良
地
域

国
勢
調
査
（
速
報
）

山
県
市
の
人
口
　
3
0,
3
1
3
人

平
成
十
七
年
国
勢
調
査
結
果

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

で
き
ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

※
第
三
者
委
員
（
各
地
域
の
民
生
・
児

童
委
員
さ
ん
に
委
嘱
）
は
、
各
施
設

に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

各
施
設
・
社
会
福
祉
課

�
22
―

6
8
3
7

平
成
十
八
年
度
有
線
テ
レ
ビ

利
用
料
減
免
申
請
の
お
知
ら
せ

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
補
助
金

（金）
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す
。
特
に
今
年
は
大
雪
に
み
ま

わ
れ
事
業
所
に
容
易
に
行
け
な

い
地
域
も
あ
り
ま
し
た
が
、
各

事
業
所
の
協
力
も
得
て
、
比
較

的
速
や
か
に
調
査
を
終
え
二
月

末
に
は
す
べ
て
の
調
査
票
を
県
へ

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
県
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
統

計
調
査
を
は
じ
め
、
今
年
度
実

施
さ
れ
る
事
業
所
統
計
な
ど
各

種
統
計
調
査
に
従
事
し
て
い
た

だ
く
「
常
任
統
計
調
査
員
」
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
応

募
者
は
常
任
調
査
員
と
し
て
登

録
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

二
十
歳
〜
お
お
む
ね
六
十
五
歳
の
人

■
任
期

申
込
日
〜
平
成
十
九
年
三
月

（
以
降
更
新
あ
り
）

■
職
務
内
容

担
当
地
域
を
巡
回

し
、
一
般
家
庭
や
事
務
所
へ
調
査

票
の
配
布
、
回
収
を
行
い
ま
す
。

調
査
内
容
や
調
査
区
域
に
応
じ
て

調
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
手
当

一
調
査
約
二
万
〜
四
万
円

程
度
（
調
査
の
種
類
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
）

■
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
、

ま
た
は
総
務
課
統
計
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

�
22
―

6
8
2
0

昨
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
実

施
さ
れ
た
工
業
統
計
調
査
に
お
い
て

も
、
製
造
業
を
営
む
各
事
業
所
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
は
国
、
県
や
市
町

村
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
企
業
、

大
学
の
研
究
資
料
、
学
校
の
教
材
な

ど
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

毎
年
、
年
末
か
ら
年
始
と
い
う
寒

冷
期
に
実
施
さ
れ
る
こ
の
調
査
は
、

調
査
員
に
と
っ
て
も
厳
し
い
調
査
で

平
成
十
八
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
一
万
三
千
八
百
六
十
円
（
月
額
）

で
す
。
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
平
成
十
七
年
度

に
免
除
な
ど
が
承
認
さ
れ
て
い
る
人
は
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
全
額
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
が
承

認
さ
れ
て
い
る
人

・
半
額
免
除
が
承
認
さ
れ
て
い
る
方

そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
八
年
六
月
分
ま
で

は
現
状
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。

※
引
き
続
き
平
成
十
八
年
七
月
〜
平
成

十
九
年
六
月
の
免
除
や
若
年
者
納
付

猶
予
、
半
額
免
除
を
希
望
す
る
人

は
、
市
役
所
へ
の
毎
年
届
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

※
前
年
度
に
全
額
免
除
や
若
年
者

納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
て
い
る
人

で
、
翌
年
以
降
の
免
除
希
望
「
継
続

申
請
」
を
さ
れ
て
い
る
人
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

受
付
は
、
平
成
十
八
年
七
月
か
ら
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
　
　
　
�
22
―

6
8
2
7

浄
化
槽
法
が
改
正
さ
れ
二
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
年
一
回
、
必

ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
検
査
を
受
検
し
な
い
浄
化
槽
管

理
者
へ
の
指
導
・
助
言
、
勧
告
、
命
令

の
規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
命
令
に

従
わ
な
い
場
合
は
、
三
十
万
円
以
下
の

過
料
に
処
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

�
岐
阜
県
環
境
管
理
技
術
セ
ン
タ
ー

�
0
5
8
―

2
7
6
―

0
3
2
1

浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
し
て
か
ら
三

十
日
以
内
に
使
用
廃
止
届
出
書
を
環
境

衛
生
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出

を
怠
っ
た
り
、
虚
偽
の
届
出
を
し
た
場

合
は
、
五
万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

環
境
衛
生
課
　
�
22
―

6
8
2
8

岐
阜
地
域
振
興
局
　
環
境
課

�
0
5
8
―

2
6
4
―

1
1
1
1

工
業
統
計
調
査

常
任
統
計
調
査
員
を
募
集

地　　　区

高 富 地 域

世帯数 5,629 5,926 297 5.3
9,129 9,000 △129 △1.4
9,666 9,644 △22 △0.2
18,795 18,644 △151 △0.8

男
人数 女

計

平成17年
（速報値）B

平成12年
A

比較
（B－A）

増減率
％

伊自良地域

世帯数 854 915 61 7.1
1,642 1,693 51 3.1
1,645 1,798 153 9.3
3,287 3,491 204 6.2

男
人数 女

計

美 山 地 域

世帯数 2,615 2,631 16 0.6
4,283 3,905 △378 △8.8
4,586 4,273 △313 △6.8
8,869 8,178 △691 △7.8

男
人数 女

計

合　　計

世帯数 9,098 9,472 374 4.1
15,054 14,598 △456 △3.0
15,897 15,715 △182 △1.1
30,951 30,313 △638 △2.1

男
人数 女

計

浄
化
槽
法
の
改
正

浄
化
槽
使
用
廃
止
届
出
書
の提

出

平
成
十
八
年
度
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
に
つ
い
て

（平成17年国勢調査集計速報結果）

（財）
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こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
七
年
度
宝
く
じ

の
助
成
を
受
け
、
緊
急
用
ろ
水
装
置
二

基
と
飲
料
用
給
水
槽
二
基
を
購
入
し
、

北
山
地
区
と
�
原
地
区
の
防
災
備
蓄
倉

庫
に
そ
れ
ぞ
れ
一
基
ず
つ
設
置
し
ま
し

た
。緊

急
用
ろ
水
装
置
と
は
、
河
川
や
プ

ー
ル
の
水
を
手
動
式
ポ
ン
プ
に
よ
り
ろ

過
し
、
飲
料
水
を
製
造
す
る
こ
と
が
で

き
る
装
置
で
す
。

こ
の
装
置
に
よ
り
、
災
害
な
ど
で
水

道
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
で
も
、
市
な
ど

の
防
災
機
関
か
ら
の
物
資
援
助
を
受
け

ら
れ
る
ま
で
の
間
の
飲
料
水
を
確
保
で

き
る
と
と
も
に
、
飲
料
用
給
水
槽
に
そ

の
水
を
貯
め
て
効
率
的
に
分
配
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

東
海
地
震
な
ど
の
発
生
が
予
期
さ
れ

る
中
、
山
県
市
で
も
非
常
食
の
備
蓄
や

戸
別
受
信
機
の
整
備
な
ど
の
防
災
対
策

を
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
発
生
直
後

は
、
す
ぐ
に
市
な
ど
の
防
災
機
関
か
ら

支
援
が
受
け
ら
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
日

ご
ろ
か
ら
の
備
え
と
家
族
や
近
隣
住
民

と
の
助
け
合
い
が
最
も
大
切
に
な
り
ま

す
。皆

さ
ん
の
家
庭
で
も
、
災
害
時
に
最

低
限
必
要
と
な
る
も
の
を
準
備
し
て
お

く
と
と
も
に
、
普
段
か
ら
家
の
危
険
箇

所
や
避
難
場
所
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

お
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

平成18年4月1日より、県から市に移譲され次の事務が消防本部で、実施すること
になりました。 問い合わせ先　山県消防本部　�22－0119

火薬、高圧ガス、液化石油ガス（LPガス）
などの手続きは

事　　　　　務　　　　　内　　　　　容

・液化石油ガス販売事業者登録申請の受理
・保安機関の認定
・販売事業者の認定
・貯蔵施設の設置許可など55項目
※免状の交付、資格試験などは引き続き岐阜県消防課が実施する。

・火薬類の製造所の許可・火薬類販売営業の許可
・火薬類の譲渡、譲受の許可など64項目
※免状の交付などは引き続き岐阜県消防課が実施する。

・製造の許可
・貯蔵所の許可
・保安検査
・公安委員会への通報など103項目
※免状の交付、資格試験などは引き続き岐阜県消防課が実施する。

・立入検査など3項目

根　　拠　　法　　令

液化石油ガスの保安の確保
および取引の適正化に関す
る法律

火薬類取締法

高圧ガス保安法

ガス事業法

宝
く
じ
の
助
成
で

防
災
用
品
を
購
入
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会場　みやまジョイフル倶楽部　
日時　04月01日�　午前10時～
日時　04月21日�　午前10時～
問い合わせ先　みやまジョイフル倶楽部

�55―2608

会場　伊自良図書館　
日時　04月01日�　午後2時～

04月08日�　午後2時～
04月15日�　午後2時～
04月22日�　午後2時～

問い合わせ先　伊自良図書館　　�36―3339

会場　高富中央公民館　図書室　
日時　04月08日�　午後10時30分～
問い合わせ先　高富中央公民館　�22―3351

もこもこもこ（みやまジョイフル読み聞かせ）

お話しピーチク読み聞かせ

わくわくランド

問い合わせ先 山県家庭教育研究所
�22―4569（代表：野沢）

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育て
について考えてみましょう。
◆対　象 子育てにかかわる人

※託児あります

◆日　時 04月20日（木）午前10時～
◆会　場 桜尾公民館
◆テーマ 「進んで勉強する態度の育て方」

4月の家庭教育講座

参加者の対象に合わせて本の読み聞かせをします。
小さい子はママと一緒に来てね。

会場

日時

問い合わせ先

会場

日時

問い合わせ先

会場

日時

問い合わせ先

参加者は4月1日午前9時より申し込み受け付けを開始します。（電話での受け付けもできます）
※定員になり次第締め切らせていただきます。
※くわしいことは各施設におたずねください。

持　　　　ち　　　　物

高富児童館 �22-4750

4月�

定員行　　事　　名時　間曜日日

ハンカチ・お茶10:00～12:00 ジュニアリーダーと遊ぼう8 日

9 日

15 日

22 日

23 日

土

日 ハンカチ・お茶09:00～11:00 将棋クラブ

ハンカチ・お茶10:00～12:00 キーホルダーを作ろう 20人　

材料費500円・花器（マグカップ）・ハサミ10:00～12:00 アレンジフラワー

土

10人　

ハンカチ・お茶09:00～11:00 将棋クラブ日

土

持　　　　ち　　　　物

子どもげんきはうす �23-2323

お茶・ハンカチ・帽子

材料費300円・エプロン・三角巾・タッパー（大）・お茶・ハ
ンカチ

お茶・ハンカチ

ドッジボール大会

パン教室
（富岡公民館集合・解散）

キーホルダーを作ろう

15人

20人

10:00～

09:15～

10:00～

土

土

土

8日

15日

22日

定員行　　事　　名時　間曜日日

（土）

（土）

（土）

（金）

（土）

（土）
（土）
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4月

13日（木） 13:00～14:30
市役所
（3階304会議室）

※多重債務関係の相談は弁護士相談で受け付けます

弁護士相談

20日（木） 13:00～15:00
ふれあい

センター

人権擁護相談

18日（火） 13:00～15:00
（伊）老人福祉

センター

行政相談

毎週
木曜日

9:00～
12:00

美山山村開発
センター

ハッピーライフ（結婚）相談

11日（火） 10:00～15:00 （美）中央公民館

社会保険相談

2日（日）

09日（日）

16日（日）

23日（日）

29日（祝）

30日（日）

後藤医院 岐阜市三輪

松井医院 岐阜市石原

大前医院 岐阜市太郎丸新屋敷

永田医院 岐阜市福富天神

石田内科 岐阜市福富出口

加藤医院 岐阜市向加野

�058―229―1031

�058―229―5655

�058―229―3131

�058―229―2101

�058―229―5530

�058―243―1114

休日診療（診療時間 9：00～15：00、16：00～19：00）

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター

「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター

「構造改善センター」は美山構造改善センター

「（美）中央公民館」は美山中央公民館

27日（木）受付13:15～14:00
ふれあい

センター

予防接種

BCG

ポリオ

14日（金）

17日（月）

受付13:00
～14:00

（伊）老人福祉
センター

ふれあい
センター

はみがきけんしん（フッ素塗布）

13日（木）ふれあいセンター

すこやか相談
（予約必要：健康課　�22―6839）

27日（木）受付13:30～15:00
ふれあい

センター

心の相談
（予約必要：社会福祉課　�22―6837）

21日（金）受付10:00～13:30
ふれあい

センター

マタニティクラス（３日前までに
健康課　�22―6839）へ連絡

5月8日までの予定
休 日 診 療：3日（祝）あらいクリニック（�23-1188）

：4日（祝）臼井内科医院（�52-2030）
：5日（祝）早川胃腸科外科クリニック（�52-1212）
：7日（日）不破クリニック（�058-229-6081）

乳幼児相談：8日（月）受付10:00～11:00 ふれあいセンター

10日（月）受付10:00～11:00
構造改善

センター

18日（火）受付10:00～11:00
（伊）老人福祉

センター

乳幼児相談

13日（木）

20日（木）

25日（火）

受付13:15
～14:00

構造改善
センター

（伊）老人福祉
センター

ふれあい
センター

予防接種

19日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

12日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

5日（水） 受付13:00～14:00
ふれあい

センター

26日（水）受付13:00～13:15
ふれあい

センター

10・11か月児健診

3・4か月児健診

乳幼児健診

3歳児健診

1歳6か月児健診
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この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届け出

をされた、本市に住民登録がある方を掲載しています。

※本市に住民登録があり他の市区町村で届け出をされ、

掲載をご希望の人は市民課（ 22－6827）までご連絡
ください。

3 1 , 1 8 7 人（－13人）
男　 1 5 , 2 8 5 人（－19人）
女　 1 5 , 9 0 2 人（－04人）

世 帯 数　 0 9 , 9 5 1 戸（＋07戸）

前月比

人口の動き（平成18年3月1日現在）

5日

4日
（5月2日）

月
・
木
曜
日

4日
（5月2日）

25日

27日

14日

28日缶・ペットボトル・
びん・白色トイレ市内全域

収集区域 出せる資源ごみ 収集日 収集時間 収集場所

9:00
～14:00

市役所北
車庫棟24・25

19日

15日

富波

谷合

1日

27日19日中洞
6日

岩佐

乾

北武芸

3日
（5月1日）

原
28日

8日
北山

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

27日
28日17日3日

（5月1日）

長滝・平井・掛・松
尾・上願

11日4日
（5月2日）大桑

10日
18日

5日
（5月3日）桜尾

26日13日梅原

11日
高木（高木東・阿原を
除く）

17日
18日24日

12日西深瀬

12日
13日18日東深瀬・高木東・阿原

火
・
金
曜
日

11日佐賀・見晴台・金池
20日

共和町

19日

21日
10日

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

25日7日
（5月5日）

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・南
屋敷・石畑・美里

月
・
木
曜
日

21日

20日

6日
（5月4日）

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

燃える
ご　み

不燃ごみ
粗大ごみ

びん・ペッ
トボトル

カン・白
色トレイ

ゴミは指定時間（午前7時30分）までに出しましょう

高　富

佐　賀

東深瀬

小　倉

富　永

岩　佐

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

2月届出分

高　富

佐　賀

東深瀬

高　木

梅　原

伊佐美

掛

上　願

大　門

片　原

中　洞

高　富

東深瀬

西深瀬

梅　原

伊佐美

大　桑

掛

松　尾

原

谷　合

出　戸

富　永

岩　佐

中　洞

ご注意ください！ 分別収集の指定曜日が変わりました。

資源ごみ休日収集日

4月�からから�4月�からから�4月�から�4月�から�
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▼
早
い
も
の
で
広
報
の
仕
事
を
し
て
一
年

に
な
り
ま
す
。
大
勢
の
人
と
の
出
会
い
の

中
で
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
▼
百
歳
の
笑
顔
が
か
わ
い
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
会
え
ま
し
た
。
藤
田
よ

ね
さ
ん
と
の
お
話
は
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど

と
て
も
楽
し
く
、
何
ご
と
に
も
プ
ラ
ス
思

考
で
い
る
こ
と
、
気
力
の
持
ち
方
、
笑
顔

の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
K
）

▼
春
は
出
会
い
、
別
れ
の
時
期
で
す
。
美

山
中
学
校
の
卒
業
式
に
取
材
へ
行
き
ま
し

た
。
涙
す
る
生
徒
、
先
生
を
目
に
す
る
と
、

何
度
も
卒
業
式
の
取
材
に
は
行
っ
て
い
ま

す
が
毎
回
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
▼
胸
が

熱
く
な
っ
た
と
言
え
ば
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
。
日
本
選
手
た
ち
の

ひ
た
む
き
な
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
初
心

に
戻
り
ひ
た
む
き
に
が
ん
ば
る
、
忘
れ
て

は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。（T

）
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SOYINK
T M

明
治
三
十
九
年
三
月
四
日
生
ま

れ
で
、
柿
野
に
お
住
ま
い
の
藤
田

よ
ね
さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
百
歳
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

現
在
は
七
人
家
族
。
五
人
の
子

ど
も
、
十
一
人
の
孫
、
十
七
人
の

ひ
孫
、
一
人
の
玄
孫
に
恵
ま
れ
、

多
く
の
愛
情
を
注
い
で
こ
ら
れ
た

分
、
今
で
は
多
く
の
愛
情
を
受
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
百
歳
の

お
祝
い
に
は
、
み
ん
な
が
来
て
祝

っ
て
く
れ
ま
し
た
と
嬉
し
そ
う
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

何
不
自
由
は
な
く
、
今
で
も
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
。
話
が
大
好

き
で
自
分
で
電
話
し
て
長
話
。

「
つ
い
つ
い
電
話
料
金
が
…
」
と
笑

っ
て
話
さ
れ
る
よ
ね
さ
ん
。
三
度

の
食
事
は
、
好
き
嫌
い
も
な
く
し

っ
か
り
食
べ
ま
す
。
そ
し
て
、

『
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
じ

っ
と
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
天
気

の
よ
い
日
は
外
で
草
を
引
く
の
が

私
の
仕
事
で
す
。
寒
い
日
や
雨
の

日
は
な
に
も
で
き
な
い
の
で
つ
ま

ら
な
い
で
す
。
そ
ん
な
時
は
大
好

き
な
テ
レ
ビ
。
相
撲
や
ド
ラ
マ
を

見
て
楽
し
み
ま
す
』。

『
若
い
こ
ろ
は
、
歌
う
こ
と
が
好

き
で
し
た
。
盆
踊
り
の
時
に
私
の

歌
で
み
ん
な
が
踊
り
、
子
ど
も
の

こ
ろ
は
芝
居
も
し
ま
し
た
。
戦
争

中
に
も
慰
問
に
出
か
け
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。「
ど
こ
か
ら
か
頼
ま

れ
な
い
か
と
、
わ
く
わ
く
と
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
」
』
と
目
を

細
め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

『
今
か
ら
思
う
と
「
よ
う
働
い
た

な
あ
」。
特
に
鶏
の
世
話
を
し
と
っ

た
と
き
は
、
寒
中
で
も
朝
は
二
時

半
に
起
き
て
夜
の
十
時
半
に
寝
て
、

寝
る
時
間
も
惜
し
ん
で
働
き
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、「
若
い
こ
ろ
が
よ

か
っ
た
な
あ
」
』
と
話
さ
れ
る
よ
ね

さ
ん
。

「
長
寿
の
秘
訣
は
？
」
と
尋
ね
る

と
『
「
誰
で
も
人
の
こ
と
を
言
い

た
が
る
。
で
も
、
人
に
言
わ
れ
た

こ
と
を
苦
に
し
な
い
こ
と
、
気
に

し
な
い
で
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と

や
ね
」。
そ
し
て
、「
無
理
は
し
た

ら
い
け
な
い
け
ど
、
ま
め
な
限
り

は
体
を
使
っ
て
働
か
な
あ
か
ん
」
』

と
、
春
の
暖
か
い
日
を
待
ち
望
ん

で
い
る
心
身
共
に
健
康
的
な
よ
ね

さ
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
無
理

を
せ
ず
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

長
生
き
の
秘
け
つ
は

よ
く
働
く
こ
と

さ
ん
さ
ん�

藤
　
田
　
よ
　
ね

藤
　
田
　
よ
　
ね�

ふ
じ
ふ
じ�

た�

さ
ん�

藤
　
田
　
よ
　
ね�

ふ
じ�

た�
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